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平成26年度予算見積調書(2月補正予算)

B8

課室名:課室名:水辺再生課

内線:内線:5142

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成22年度～

会計 款 項 目

一般会
計

河川費土木費 河川改良費

説明事業

社会資本整備総合交付金（河川）事業費

戦略項目

担当名:担当名:ダム管理担当

河川法第９条、第１７条、第６０条、第６６条

010503　治水・治山対策の推進

予算額

決定額 30,00030,000

現計額 395,392395,392

7,9807,980

131,840131,840

10,05010,050

80,40080,400

11,00011,000

183,000183,000

970970

152152

425,392425,392

補正後の
予算額

財　　源　　内　　訳

国庫支出金 諸収入 県債
一般財源

番号

社会資本整備総合交付金（河川）事業費（水辺）

１　事業の概要

　堰堤改良事業　　　30,000千円

　　不具合が多発しているが、保守終息・機器製造終了

　により、障害の根本的な対応が不可能な状態になって

　いるダム管理設備の更新を実施する。

２　事業主体及び負担区分

【事業主体】埼玉県

【負担区分】（合角ダム）

　　　　　　県 39.9%、国 26.6%、企業局 29.6%

　　　　　　寄居町2.0%、深谷市0.7%、小鹿野町1.2%

３　地方財政措置の状況

河川事業債

　充当率１００％

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

（１）事業に係る人件費

　　　9,500千円×2.5人＝23,750千円

（２）組織の新設、改廃及び増員　なし

５　事業説明
（１）事業内容
　ア　堰堤改良事業　　　ダム管理設備更新工事

（２）事業計画
　ア　老朽化により故障が頻発するようになっているダムの管理設備について更新を実施する。
　　(ｱ)　平成24年度　　　ダム管理設備詳細設計
　　(ｲ)　平成25～28年度　ダム管理設備更新工事

（３）事業効果
　施設の不良によるダムの機能低下、それに起因する災害や事故を未然に防ぐことで適切なダムの運営が図れる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　利水者との共同管理施設であるダムについては、事業を実施するにあたり他団体との連携を密にしている。

（５）補正予算の概要
　国の補正予算を活用し、事業の進捗を図るため、工事請負費を増額する。

(単位：千円)

分野施策


